
フオーラム新桑名視察報告書

委員名 : 愛敬 重之

視 察 先 :長岡市 (市民防災センター)

視察日時 :平成 25年 1月 30 日 午後 1 時 30 分 ~ 午前 15 時 30 分

,
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【中越大震災の経験を生かした防災体制の強化について】

< 視察を通しての考察 ･参考となった事例 ･感想等>

･ ず蕁み- -ぽ 、 -響 中越大震災の概要

　 　　　　　　　　　　　　
, ■ 震源･規模:北魚沼郡川口町地内 深さ 13km M 6.8

■ 各地の震度:(震度7)川口町(計測震度計で計測を開始以来始めて震

度7を記録)

鐙遡 き露講;衾南釜外需棗競馬“。き鼠 燃.広
神村、守門村、入広瀬村J II西町、中里町、刈羽村

中越大震災の特徴
･ 大きい余震が多発

･ 地盤災害
‐ ゞ韶野匙ゞロ.が押

. 宅地を含む居住崩壊
　 　　　　　　　 　 　　　　　　　

顔毒-, 準 一恭
･ 地震と豪雪による複合災害

歴さき鷲武三 機
長岡市の合併市町村は7‐13水害･中越大震災及び中越沖地震で被

0 旧長岡市は、北越戊辰戦争と第二次世界大戦の空襲でも市街地の約

8割を消失

○ 長岡市章はフェニックスをデザインしてます。
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淺艶が各所に戴いて紘襲 窓団仁増と閃聞に多厩の国蒼鮴元生
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被災状況
(1)市内ライフラインの状況(地震後の被害状況)

電気:64,592戸停電(個別を除き 10月 27日複I日)

都市ガス:ガス漏れのため、24 日午後1時 30分より信越線の東側約 23,000 戸の供給を停止(個別を除き 11月3日復旧)

水道:断水戸数 70,000 戸 管路破損 537箇所(個別を除き = 月3日復旧)

下水道:下水道の使用不能の世帯数 10,393世帯(33,186人)(個別を除き 11月5日復旧)



電話:電話回線の幅そ引こより、かかりにくい状態が発生(通信規制が最大で約 90%)(個別を除き翌日復旧)
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‐ 豪雪による三次災害 :躍縱町費轡 土絆面れ環鵡)
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河川凝師の亀裂の揉履く下奇習欝乍km! 住宅窪地誼趣費仂発度
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応急対策
(1)職員の出動体制及び災害対策本部の設置

震度 出動体制 出動内容 出動職員

3 ~ 4 第1次出動体制 地震情報、被害状況等の把
握を主として実施

･危機管理防災本部

･消防本部

5弱 第2次出動体制 被害状況の把握、応急対策

の実施他、職員は待機

･1次出動体制職員

･各部の部長･次長

･各部長指定職員

5強以上

6肖防:5弱)

災害対策本部の設置

大規模地震初動体

制

一般体制

災害対策本部を設置し、全

職員で災害対策を実施

･全職員

勤務時間外に地震が発生した場合は、全

職員への非常参集の命令は、地震の発生

をもって発令されたものとし、自主参集す

る。

』｣ -

讓緘養護罐≦鱸 '

大規模地震初動体

制

第1局面(混乱期)での人命

救出･救護を最優先とした応

急対策実施。地震発生後2

日間(48 時間)を目安

一般体制 第2局面(回復期)、第3局

面(復旧期)の応急対策実

施

(2 )長岡市が行った避難者支援対策の方針

■初動期(発生時から3日目まで)

住民の安全確保(避難所の開設、情報提供など)

生活必需品の確保(食料、水、毛布など)

■第2期(4日目から3週間程度まで)

生活環境の改善(温かい食事、お風呂、畳など)

生活基盤の確保(仮設住宅への入居など)

■第3期(3週間目以降 6ヶ月間程度まで)

本格的な生活再建への支援
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長岡市が独自に取り組んだ対策
■ケーブルテレビを活用して災害対策本部会議の生中継を実施

■仮設住宅団地にデイサービス機能(訪問介護、通所介護、訪問看護、配食サービス)を兼ね備えた施設を整備

■在住外国人に対する支援策の実施

地元放送局による情報発信
■ケーブルテレビ(N C T )

①市災害対策本部会議(朝夕2回)の生中継(会議をマスコミに公開)

･10 月 26 日会議から録画放送を生中継に切替え

･各部局長が報告する被害状況や対策と市長【本部長】が指示する内容を、直接、避難所や家庭で開くことができた。
市民の安心感を醸成(行政への信頼を確保)

②市内各地の被害状況、イベント、復旧関連情報などを放送

地区別の被害程度を家庭･事業所で確認

F M ながおか (8 0 . 7 M H z )

当時、旧長岡市には、防災行政無線(同報系)がなかった。
①震災直後からニュース、生活情報等を配信

被害情報及びスーパーマーケット、入浴施設の開店状況、会社の状況、安否情報等を配信

②長岡市臨時災害対策用 FM 放送局の開設

避難生活を送っている被災者等に対し、災害対策情報や被災者の救援のための生活関連情報等きめ細かい情報を提供

臨時災害放送局にコミュニティFM を利用

③在留外国人向け放送を実施
･1日2 回放送、午後4 時 50 分、午後7 時 50 分

･英語、ポルトガル語、中国語、やさしい日本語(約れ100 人の外国人が在住)

④多言語音声素材の提供受ける。
･｢FM わいわい｣神戸市から被災地の外国人向けて多言語の情報を放送するため、音声素材(m p3ファイル)の提供を

受けた。
⑤見えるラジオの設置(災害時全国初)

･｢FM 新潟｣が全国 FM 放送協議会を通じて、全国の 間 放送局から集めて長岡市内の避難所など 12カ所に設置

･市災害対策本部情報を｢FM 新潟｣の協力によりデータ入力を行い、臨時災害対策用 FM 放送局が配信

仮設住宅団地におけるデイサービスセンター(サポートセンター千歳)の整備

■目的

仮設住宅に生活する高齢者を対象にした｢小規模多機能型サービス拠点｣の機能を持ち合わせた施設として整備

(災害救助法を適用した仮設住宅団地内の集会所として、国･県･市で合意。全国で初めて)

■機能

週所介護、訪問看護、訪問介護、配食サービス、介護予防プログラム、各種相談、地域交流

■運営体制

社会福祉法人に委託、スタッフ6名、24 時間体制

開所 :平成 16 年 12 月4 日ご開所 :平成 18 年 12 月 13 日

■利用者数

各種サービスを利用した延人数は、21,487人

長岡市防災体制の強化に向けた取り組みの流れ一日本一災害に強い都市(まち)をつくるために
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長岡市防災体制検討委員会の設置(委員長:長岡造

-市民‐企業の意見･ 滯 の集約 I
4 も 竇 緘馨る““' 骸“.は‘“‘“o

l市議会議員職員の意見、アイデアの集約l 事例研究の成果や新しい発想を取り入れた全国の

モデルとなりうる防災対策の検討

1 lm - 明 り, !趨 fM -
.
職 の 鰔 約lNP0 ･ボランティア･他自治体職員の意見、集約

l ー ト 1 国璽重 - - - - - -テ ー新 防災体翻 関する提
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I災害の検証 新たな防災体制に関する提言

l長岡市防災体制強化の指針 I



防災体制強化の指針｢5つの柱｣うち主な取り組みの事例 ←平成 18 年度→

1.地域防災計画の見直しヲ(1)｢救援物資｣･人命に関わる状況化において

2 .各種災害対応マニュアルの作成

3 .市民向け防災パンフレットの作成

4 .災害情報伝達体制の整備

5.避難所環境の整備

6 .中越市民防災安全大学の開講

･し、つ来るかわからない
･どれくらいの量かわからない

･何がくるのかわからない

個人からの救援物資に頼るわけにはいかない
｢災害発生時直後における個人からの救援物
資は受け取らない。｣を明記する

最近は、｢救援物資は、被災地を襲う第 2 の災
害｣といわれている。
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を 盤聯舞も南長に代わって、義厩軸賣赫の発翁耕司観〔舎碑による広
騙化に剃郊し、葬毬匪は、直ちに市費に短告)

4 本庁と玉雨同のテレビ彙謹システムの豊億
･ カメラ付き拂薪電話によるテレビ電旛顔齪の鞆騙約活剛

球僅大翠寳からl特定教訓を名君に‘句軒学び、を漁と霞ように圭
　　 　 　　　　　　　　　

4 鱒富情報伝達体制仂轄臘4 鱒富情報伝達体制仂轄臘
(11 鸚翹告知FMラジオの攝鬘竇与及び緊急割り込み放送 (FMながおか〕
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● 遊龍勧告等の賤卷舩義時栄lよ、自動鵤に電源炉入り、最教育醗で摂‐圏1市役所
鴇から頭姥籏姦し･と鳶民に対して、簔警備融資張饌すき.
･1盤鞘B,Sod円、HIB一H23轉1万台
･野内節超鮒よ斑晋蒲鞏淺顱蟹醐籤を家屋生･児髯壺風,コ丑にテ‘センタニ尊に藍題

　 　　　　　　　　
FM学部#""･当奴症25辻、眺費行政飼知1嗣組祭]-“輯窩M B旦“応所池賊}

(幻 術星簿帯電髭の配備
･十趣災書、梟旨彗による孤立制蠣等坊ため、兆所及び条滲苺に砒備
H18‐16台〔漱げ.鞍雨辱)、H19こ37台(楯野).H裂き5台[纖蒋) 靴66台

: 地は筋鮨センターく滋鮪新法の情報簿鶏三絵の椛憬柿投所ふら半窪鎌m以上〉
H23‐舒省(腟者の饉轄轡症上.直近のコミセンに司■:
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薫中学糯匿輔應事試説作芻授衰滅茂勝れ宵観柊ずり
く雙誉壺規定して嚼肝きれた第遭内在性筈}

" 停脅｢競と液苔の辰に圏概付き広鬘 め 雨仲笠でも、支擾纜箕の数人、ケ打人
(鉤Seo祠) の飽逡や仮設トイレの設置等が可能

2 偉菅誼の順に鑑賞宴 二 艘富出し用の食事を瓢理l=瓣僕する堪灌者蔓鰤
S 遊日藍エリアと毅竇エリアを分彌 二‐逕駐覇と生礎が白互いに者醜しやすい。

-, 2撥目眩 宮肉中学撥 H器苺増幅魔聴か一早計団扇両面｢ ｢

※私は、この4項目情報伝達体制の整備。5項目避難所となる細かな配慮に注目しました。

1 事解･妄裔が一体とをつを醍害衾雑事を目指す.
･ 薦鏡対本部設置･酒費マニュアル(基費･弾趙攝ノ風水害編)
･ 市費副本部事窃局員マニコ.アル(震災･慈猿謳ノ風水害譲)

2 医鸚所爾箙等二霧アル
3 犠翼脚達･數虚鞠掟対応等三コアル

　　　　　　　　　 　　　　　
幅工芸こごに

　　　　　　　　　　　　
7.博氷著の裁調を生かして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
･ 市内を4分冊、H204に全世帯l=配布
･信濃川菴食･む謡河川を覊費に推破
･搜聴覚韓害者法は外国人=た"国>用を.
H2玖7に諺布
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& 中越市民髄鸚鑿盆丈学の麗講
↑--::ゞ -‐･ -- ----
も 尋,““ --.--キ.一日覇

｢ 開講競闘 7月~↑-月の5か月間l=艶聞脛

2 封 鎖 毫 輻投生以上の髭祠箭島等.定員60人

3 雙 縛 鱈 1人博,000円[学生7,500円)

･ 7守撻its醍藷齪安曇士｣の認定 (壗螂の肪琵リ- 夕-の窺臨)

1 中越市民防災豊全土釜の設立
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中越沖地震(中越震災から2年 9ヶ月後に)
発生日時･規模 :H f9. 7 . 16 10:13 頃 深さ 約 17km 規模

計測最大震度:長岡市、柏崎市、刈羽村 6強

発生日時･規模 :H 19. 7 . 16 15:37 頃 深さ 約 23km 規模

計測最大震度:長岡市、出雲崎町 6弱

= 地区鞆瓣富コメ字-麗憾書会議硼饉

M 6.8

M 5.8

をと言われても、る,
　　 　　　　

　　　:尾曲蕊#努基盤開鑿裏目毬報離醍隊雪辱,
. 譜離壇霧肥轉壷鑿海溝。附く姦田魅端J

1 時 期 :聾鰕 5月中旬、も時同30分程度
宅 ●加者 :正副地区稲袋センター長,小･中学波長･ヨ率ユニ

　　　　　　　　　　　　　l .方法等の攪麻 篦その他 I

地媛の特色撃州窺工表を生かした裏らづくりを支朝する国土娑芭誓の劉盤で翔り.
潮増の人々 の邊傘で豊かな生活を塊える図の絶望、魅力公共霊はの施設数ぴ熾聞
の覽豊が連親して~･そこに暮らす人々 の利便性の向上を図るため、圓邊する都市琵
端事糞との艶会褻囲った鮒直音笈惣｣ 競りiE匡わいのある拠点地区の柊祓湊蓬逸
するものでああよ≦-十支速答:〒端5年3月創設)

躍爵戸戟 459戸
人層戸曲 449世帯
入居妻散 乱生26人

{享椛17年i男31日扇夜"
肺聾キピックコア曲区のほぼ埜顯に霊醸した.

三 -9 -虎 壼が き て " -は.-7 言のa-而として.平或
I

全劃督は.-9地区妾計嶋が頭室きれており.農園市はミー7番目の計画として.平成 ,
･月牢円月に国土変滝富から岡眉菩提た.
冠に、｢篏簑｣と名が軽く、シFツクコア鰭園は.全国で長岡市が壗統そである‘
ぐの樹脛の剣舞となる布町封-主動が筵攪ている｢官庁麺殴翌淋関か牢浄面‐猫よ

ら~図の建幾様の艶橇事予定きれてい弗帥市である,
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長岡シビックコア地区には防災面や地域コミュニティー広場として重要な施設と分かりました。
大変素晴らしい施設だったので紹介し、たします。
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長岡市民防災センタ十の1階は全天候型運動広場、支援物資の一時集積所、子育ての駅｢ぐんぐん｣と｢子

育ての駅｣と｢市民防災｣の拠点機能が融合した全国初の施設です。桑名市も『生涯学習施設｣･｢子ども子育

て施設｣の複合施設の建設が陽だまりの丘で進んでいます。少しでもこのような工夫が欲しいものです。
では写真で中を紹介します。
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←2階からすべり降りる(すべり台)

大きく開放もでき、避難所としても利用

可能。子どもが遊べる｢砂場｣もあり。
床面は陸上競技場に使われるゴム

チップを利用。
2階に設置してあり自動販売機です→

震度3以上で緊急地震速報警報が

鳴るタイプです。(徹底してます)
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子どもたちにも非常に分かりやすい表示方法と、緊急地震速報が流れる自動販売機の設置です。子どもたちに自然災害の恐
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“▼消防本部ではロビーで免震構造のダンパーとアイソレータが見れまず。
-(まとめ)

,長岡市は、新潟･福島豪雨災害･中越大地震･中越沖地震と大きな災害を

経験しており、防災･減災のノウハウを多く持っていました。
ノ 顱

,
素晴らしい拠点を防災エリア限定ではなく地域コミュニティーの場として

うまく施設を利用していると思いました。
:桑名市でも既存施設をうまく利用してこのような防災拠点施設を造って

避難所になる小中学校の体育館では避難所になる為の工夫など参考になりました。
後、桑名市もこれから情報伝達方法では努力は必要かと思われます。

以上


